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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末デバイスが複数の上りリンクの各上りリンクの所望送信電力に基づいて、前記各上
りリンクの実際送信電力を確定することと、
　前記端末デバイスが前記各上りリンクの実際送信電力を利用して、前記各上りリンクの
信号を送信することとを含み、
　前記端末デバイスが複数の上りリンクの各上りリンクの所望送信電力に基づいて、前記
各上りリンクの実際送信電力を確定することは、
　前記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力及び端末デバイスＵＥの最大送信
電力に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定することを含み、
　前記ＵＥの最大送信電力は、前記端末デバイスが前記複数の上りリンクで同時に信号を
送信するために使用可能な最大送信電力を示し、
　前記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力及び端末デバイスＵＥの最大送信
電力に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定することは、
　前記各上りリンクの所望送信電力の和が前記ＵＥの最大送信電力よりも大きい場合、前
記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力に同一の調整係数を乗算した送信電力
を、前記各上りリンクの実際送信電力として確定すること、
　又は、
　前記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力、前記ＵＥの最大送信電力及び前
記各上りリンクの優先度に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定すること、
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　を含み、
　前記各上りリンクの実際送信電力の和は、前記ＵＥの最大送信電力の以下である
　ことを特徴とする上り伝送方法。
【請求項２】
　前記複数の上りリンクが第１の上りリンクを含み、前記第１の上りリンクの優先度が他
の上りリンクの優先度よりも高く、前記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力
、前記ＵＥの最大送信電力及び前記各上りリンクの優先度に基づいて、前記各上りリンク
の実際送信電力を確定することは、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力の以下である場合、前
記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクに対応する実際送信電力であ
ると確定すること、又は、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力よりも大きい場合、前
記ＵＥの最大送信電力が前記第１の上りリンクに対応する実際送信電力であると確定する
ことを含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の上り伝送方法。
【請求項３】
　前記他の上りリンクが第２の上りリンクを含み、前記端末デバイスが前記各上りリンク
の所望送信電力、前記ＵＥの最大送信電力及び前記各上りリンクの優先度に基づいて、前
記各上りリンクの実際送信電力を確定することは、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力の以下である場合、第
１の電力差の一部又は全部を前記第２の上りリンクの実際送信電力として確定し、又は、
前記第２の上りリンクの実際送信電力が０であると確定し、前記第１の電力差が前記ＵＥ
の最大送信電力から前記第１の上りリンクの実際送信電力を減算した差分値であること、
　又は、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力よりも大きい場合、前
記第２の上りリンクの実際送信電力が０であると確定することを含む
　ことを特徴とする請求項２に記載の上り伝送方法。
【請求項４】
　前記各上りリンクの優先度は、ネットワークデバイスにより構成され、又は、前記端末
デバイスにより確定され、
　任意選択で、
　前記各上りリンクの優先度は、前記端末デバイスが予め定められた規則に従って確定さ
れ、
　前記予め定められた規則は、
　前記上りリンクに対応する下りリンクのデータ量、前記上りリンクが使用する物理制御
チャネルＰＵＣＣＨフォーマット、前記上りリンクが使用するチャネルタイプ、前記上り
リンクが伝送する信号タイプ、前記上りリンクが使用する波形及び前記上りリンクのパス
ロスのうちの少なくとも１つに基づいて、前記各上りリンクの優先度を確定するように指
示する
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の上り伝送方法。
【請求項５】
　前記複数の上りリンクの各上りリンクが、対応する最大送信電力にそれぞれ対応してお
り、前記端末デバイスが複数の上りリンクの各上りリンクの所望送信電力に基づいて、前
記各上りリンクの実際送信電力を確定することは、
　前記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力、及び前記各上りリンクに対応す
る最大送信電力に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定することを含む
　ことを特徴とする請求項１に記載の上り伝送方法。
【請求項６】
　前記複数の上りリンクが第１の上りリンクを含み、前記端末デバイスが前記各上りリン
クの所望送信電力、及び前記各上りリンクに対応する最大送信電力に基づいて、前記各上
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りリンクの実際送信電力を確定することは、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクに対応する最大送信電力
よりも大きい場合、前記端末デバイスが第１の送信電力が前記第１の上りリンクの実際送
信電力であると確定し、前記第１の送信電力が前記第１の上りリンクに対応する最大送信
電力の以下であること、
　又は、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクに対応する最大送信電力
の以下である場合、前記端末デバイスが前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１
の上りリンクの実際送信電力であると確定することを含む
　ことを特徴とする請求項５に記載の上り伝送方法。
【請求項７】
　複数の上りリンクの各上りリンクの所望送信電力に基づいて、前記各上りリンクの実際
送信電力を確定するように構成される確定モジュールと、
　前記各上りリンクの実際送信電力を利用して前記各上りリンクの信号を送信するように
構成される通信モジュールとを含み、
　前記確定モジュールは、
　前記各上りリンクの所望送信電力、及び端末デバイスＵＥの最大送信電力に基づいて、
前記各上りリンクの実際送信電力を確定するように構成され、
　前記ＵＥの最大送信電力は、前記デバイスが前記複数の上りリンクに同時に信号を送信
するために利用可能な最大送信電力を示し、
　前記確定モジュールは、
　前記各上りリンクの所望送信電力の和が前記ＵＥの最大送信電力よりも大きい場合、前
記各上りリンクの所望送信電力に同一の調整係数を乗算した送信電力を、前記各上りリン
クの実際送信電力として確定するように構成され、
　前記各上りリンクの実際送信電力の和は、前記ＵＥの最大送信電力の以下である
　ことを特徴とする端末デバイス。
【請求項８】
　前記複数の上りリンクの各上りリンクが、対応する最大送信電力にそれぞれ対応してお
り、前記複数の上りリンクのうちの第１の上りリンクのみが上り伝送を必要とする場合、
前記確定モジュールは、さらに、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力よりも大きい場合、第
１の送信電力が前記第１の上りリンクの実際送信電力であると確定し、前記第１の送信電
力が前記ＵＥの最大送信電力の以下であり、
　又は、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力の以下である場合、前
記端末デバイスが前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクの実際送
信電力であると確定するように構成される
　ことを特徴とする請求項７に記載の端末デバイス。
【請求項９】
　前記各上りリンクが、対応する最大静的電力に対応しており、前記確定モジュールは、
さらに、
　前記各上りリンクの所望送信電力、及び前記各上りリンクに対応する最大静的電力に基
づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定するように構成される
　ことを特徴とする請求項７に記載の端末デバイス。
【請求項１０】
　前記複数の上りリンクが第１の上りリンクを含み、前記確定モジュールは、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクに対応する最大静的電力
よりも大きい場合、第１の送信電力が前記第１の上りリンクの実際送信電力であると確定
するように構成され、
　又は、
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　前記各上りリンクの所望送信電力、前記各上りリンクにそれぞれ対応する最大静的電力
、及び前記各上りリンクの優先度に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定す
るように構成され、
　前記第１の送信電力は、前記第１の上りリンクに対応する最大静的電力に第１の調整量
を加算したものであり、前記第１の調整量は、動的電力調整量の一部又は全部である
　ことを特徴とする請求項９に記載の端末デバイス。
【請求項１１】
　前記複数の上りリンクが第１の上りリンクと第２の上りリンクを含み、前記確定モジュ
ールは、さらに、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクに対応する最大静的電力
よりも大きく、前記第２の上りリンクの所望送信電力が前記第２の上りリンクに対応する
最大静的電力よりも大きい場合、前記第１の上りリンクと前記第２の上りリンクの所望送
信電力、前記第１の上りリンクと前記第２の上りリンクにそれぞれ対応する最大静的電力
、及び前記第１の上りリンクと前記第２の上りリンクの優先度に基づいて、前記第１の上
りリンクと前記第２の上りリンクの実際送信電力を確定するように構成され、
　任意選択で、
　前記確定モジュールは、
　前記第１の上りリンクの優先度が前記第２の上りリンクの優先度よりも高い場合、第１
の送信電力を前記第１の上りリンクの実際送信電力として確定し、第２の送信電力を前記
第２の上りリンクの実際送信電力として確定するように構成され、
　前記第１の送信電力は、前記第１の上りリンクに対応する最大静的電力に第１の調整量
を加算したものであり、前記第１の調整量が前記動的電力調整量の一部又は全部であり、
前記第２の送信電力は、前記ＵＥの最大送信電力から前記第１の送信電力を減算した第１
の電力差の一部又は全部である
　ことを特徴とする請求項１０項に記載の端末デバイス。
【請求項１２】
　前記確定モジュールは、さらに、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が第２の電力差より小さい場合、前記動的電力調
整量の一部を前記第１の調整量として確定し、前記第２の電力差は、前記ＵＥの最大送信
電力から、前記複数の上りリンクのうちの前記第１の上りリンク以外の他の上りリンクに
対応する最大静的電力の和を減算した電力差であり、
　又は、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第２の電力差の以上である場合、前記動的
電力調整量の全部を前記第１の調整量として確定するように構成される
　ことを特徴とする請求項１０又は１１に記載の端末デバイス。
【請求項１３】
　前記複数の上りリンクに対応するキャリアは、周波数領域で少なくとも一部が重なる
　ことを特徴とする請求項７～１２のいずれか１項に記載の端末デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は通信分野に関し、具体的に、上り伝送方法及び端末デバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　５Ｇシステムの検討において、下り伝送は以下の通りであり、複数の伝送ポイント( Ｔ
ｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ ａｎｄ Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ Ｐｏｉｎｔ、ＴＲＰ )またはビー
ム（ｂｅａｍ）が、複数の物理下り制御チャネル( Ｐｈｙｓｉｃａｌ Ｄｏｗｎｌｉｎｋ 
Ｃｏｎｔｒｏｌ ＣＨａｎｎｅｌ、ＰＤＣＣＨ )を端末デバイスに送信し、各ＰＤＣＨが
対応するデータチャネルの指示情報を各々を含み、この複数のＰＤＣＣＨは、複数の下り
リンクに対応すると考えられ得る。
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【０００３】
　したがって、端末デバイスが複数の上りリンクを有し、端末デバイスが複数の上りリン
クを介してネットワークデバイスに信号を送信することができ、例えば、端末デバイスが
複数の上りリンクを介して同時に信号を送信することができる場合、端末デバイスがシス
テム性能を向上させるために複数の上りリンクの送信電力をどのように電力制御するかが
解決すべき課題である。
【発明の概要】
【０００４】
　本願の実施例は、システム性能を向上させる上り伝送方法及び端末デバイスを提供する
。
【０００５】
　第１の態様は、上り伝送方法を提供し、
　端末デバイスが複数の上りリンクの各上りリンクの所望送信電力に基づいて、前記各上
りリンクの実際送信電力を確定することと、
　前記端末デバイスが前記各上りリンクの実際送信電力を利用して、前記各上りリンクの
信号を送信することとを含む。
【０００６】
　そして、本願の実施例に係る上り伝送方法は、端末デバイスが、各上りリンクの所望送
信電力を直接用いて上り信号を送信するのではなく、各上りリンクの所望送信電力に基づ
いて、各上りリンクの実際送信電力を確定することにより、各上りリンクの実際送信電力
の和が端末デバイスの許容最大送信電力以下であることを保証することが容易となり、端
末の送信電力の利用効率を向上させることが容易となり、システム性能を向上させること
が可能となる。
【０００７】
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記端末デバイスが複数の
上りリンクの各上りリンクの所望送信電力に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力
を確定することは、
　前記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力及び端末デバイスＵＥの最大送信
電力に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定することを含み、ここで、前記
ＵＥの最大送信電力は、前記端末デバイスが前記複数の上りリンクで同時に信号を送信す
るために使用可能な最大送信電力を示す。
【０００８】
　任意選択で、前記端末デバイスは、前記各上りリンクの所望送信電力から対応する調整
量を減算した電力値を、前記各上りリンクの実際送信電力として確定してもよいし、各上
りリンクに用いる調整量は同じであってもよいし、異なっていてもよい。あるいは、前記
端末デバイスは、前記各上りリンクの所望送信電力に対応する調整係数を乗算した電力値
を、前記各上りリンクの実際送信電力として確定してもよい。
【０００９】
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記端末デバイスが前記各
上りリンクの所望送信電力及び端末デバイスＵＥの最大送信電力に基づいて、前記各上り
リンクの実際送信電力を確定することは、
　前記各上りリンクの所望送信電力の和が前記ＵＥの最大送信電力よりも大きい場合、前
記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力に同一の調整係数を乗算した送信電力
を、前記各上りリンクの実際送信電力として確定することを含み、ここで、前記各上りリ
ンクの実際送信電力の和は、前記ＵＥの最大送信電力の以下である。
【００１０】
　複数の上りリンクが第１の上りリンクと第２の上りリンクを含む場合、この実現方式と
して、
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　である場合、Ｐ１’＝ Ｋ＊Ｐ１、Ｐ２’＝Ｋ＊ Ｐ２であり、ここで、

　である。
【００１１】
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記端末デバイスが前記各
上りリンクの所望送信電力及び端末デバイスＵＥの最大送信電力に基づいて、前記各上り
リンクの実際送信電力を確定することは、
　前記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力、前記ＵＥの最大送信電力及び前
記各上りリンクの優先度に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定することを
含む。
【００１２】
　任意選択で、前記端末デバイスは、優先度の高い上りリンクの所望送信電力を優先的に
満たし、優先度の高い上りリンクの所望送信電力を満たした上で、前記ＵＥの最大送信電
力がまだ残っている場合には、他の優先度の低い上りリンクに、それに応じた送信電力を
割り当ててもよいし、他の優先度の低い上りリンクでは信号を送信しなくても、他の優先
度の低い上りリンクに送信電力を割り当てなくてもよい。
【００１３】
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記複数の上りリンクが第
１の上りリンクを含み、前記第１の上りリンクの優先度が他の上りリンクの優先度よりも
高く、前記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力、前記ＵＥの最大送信電力及
び前記各上りリンクの優先度に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定するこ
とは、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力の以下である場合、前
記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクに対応する実際送信電力であ
ると確定すること、又は、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力よりも大きい場合、前
記ＵＥの最大送信電力が前記第１の上りリンクに対応する実際送信電力であると確定する
ことを含む。
【００１４】
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記他の上りリンクが第２
の上りリンクを含み、前記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力、前記ＵＥの
最大送信電力及び前記各上りリンクの優先度に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電
力を確定することは、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力の以下である場合、第
１の電力差の一部又は全部を前記第２の上りリンクの実際送信電力として確定し、又は、
前記第２の上りリンクの実際送信電力が０であると確定し、ここで、前記第１の電力差が
前記ＵＥの最大送信電力から前記第１の上りリンクの実際送信電力を減算した差分値であ
ること、又は、
【００１５】
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力よりも大きい場合、前
記第２の上りリンクの実際送信電力が０であると確定することを含む。
【００１６】
　このように、第１の上りリンクの優先度が第２の上りリンクの優先度よりも高い場合、
この実現方式として、

　である場合、Ｐ１’＝Ｐ＿ｍａｘ、Ｐ２’＝０であり、
　Ｐ１＜Ｐ＿ｍａｘである場合、Ｐ１’＝Ｐ１、Ｐ２’＝ａ＊（Ｐ＿ｍａｘ－Ｐ１）、又
はＰ２’＝０であり、ここで、
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　である。
【００１７】
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記各上りリンクの優先度
は、ネットワークデバイスにより構成され、又は端末デバイスにより確定される。
【００１８】
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記各上りリンクの優先度
は、前記端末デバイスが予め定められた規則に従って確定される。
【００１９】
　ここで、前記予め定められた規則は、プロトコルにより約定されたものであってもよく
、ネットワークデバイスと端末デバイスが情報交換を行う必要がなく、この規則を知って
、または、前記端末デバイスは、自ら設定された規則に従って前記各上りリンクの優先度
を確定することもできる。
【００２０】
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記予め定められた規則は
、
　前記上りリンクに対応する下りリンクのデータ量、前記上りリンクが使用する物理制御
チャネルＰＵＣＣＨフォーマット、前記上りリンクが使用するチャネルタイプ、前記上り
リンクが伝送する信号タイプ、前記上りリンクが使用する波形及び前記上りリンクのパス
ロスのうちの少なくとも１つに基づいて、前記各上りリンクの優先度を確定するように指
示する。
【００２１】
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記方法は、さらに、
　前記端末デバイスがネットワークデバイスにより送信された第１の構成情報を受信する
ことを含み、前記第１の構成情報は、前記ＵＥの最大送信電力を確定するために使用され
る。
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記複数の上りリンクの各
上りリンクが、対応する最大送信電力にそれぞれ対応しており、前記端末デバイスが複数
の上りリンクの各上りリンクの所望送信電力に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電
力を確定することは、
　前記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力、及び前記各上りリンクに対応す
る最大送信電力に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定することを含む。
【００２２】
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記複数の上りリンクが第
１の上りリンクを含み、前記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力、及び前記
各上りリンクに対応する最大送信電力に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確
定することは、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクに対応する最大送信電力
よりも大きい場合、前記端末デバイスが第１の送信電力が前記第１の上りリンクの実際送
信電力であると確定し、ここで、前記第１の送信電力が前記第１の上りリンクに対応する
最大送信電力の以下であること、又は、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクに対応する最大送信電力
の以下である場合、前記端末デバイスが前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１
の上りリンクの実際送信電力であると確定することを含む。
【００２３】
　このように、この実現方式として、Ｐ１＞Ｐ１＿ｍａｘである場合、Ｐ１’＝Ｐを確定
し、ここで、
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　であり、
　又は、Ｐ１＜＝Ｐ１＿ｍａｘである場合、Ｐ１’＝Ｐ１を確定する。
【００２４】
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記複数の上りリンクの各
上りリンクが、対応する最大送信電力にそれぞれ対応しており、前記複数の上りリンクの
うちの第１の上りリンクのみが上り伝送を必要とする場合、前記端末デバイスが複数の上
りリンクの各上りリンクの所望送信電力に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を
確定することは、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力よりも大きい場合、前
記端末デバイスが第１の送信電力が前記第１の上りリンクの実際送信電力であると確定し
、ここで、前記第１の送信電力が前記ＵＥの最大送信電力の以下であること、又は、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力の以下である場合、前
記端末デバイスが前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクの実際送
信電力であると確定することを含む。
【００２５】
　この実現方式として、Ｐ１＞Ｐ＿ｍａｘである場合、Ｐ１’＝Ｐを確定し、ここで、

　、又は、Ｐ１＜＝Ｐ＿ｍａｘである場合、Ｐ１’＝Ｐ１を確定する。
【００２６】
　任意選択で、前記複数の上りリンクのうちの第１の上りリンクのみが上り伝送を必要と
する場合、前記端末デバイスが前記第１の上りリンクの最大送信電力に基づいて前記第１
の上りリンクの実際送信電力を制御し、即ち、前記第１の上りリンクの実際送信電力が前
記第１の上りリンクの最大送信電力の以下であり、具体的に、Ｐ１＞Ｐ１＿ｍａｘである
場合、Ｐ１’＝Ｐを確定し、ここで、

　、又は、Ｐ１＜＝Ｐ１＿ｍａｘである場合、Ｐ１’＝Ｐ１を確定する。
【００２７】
　すなわち、端末デバイスは、必要な上り送信が１つの場合には、その上りリンクの最大
送信電力に基づいて、その上りリンクの実際送信電力を制御してもよいし、前記ＵＥの最
大送信電力に基づいて、その上りリンクの実際送信電力を制御してもよい。
【００２８】
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記方法は、さらに、
　前記端末デバイスがネットワークデバイスにより送信された第２の構成情報を受信する
ことを含み、前記第２の構成情報が前記各上りリンクに対応する最大送信電力を含む。
【００２９】
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記各上りリンクに対応す
る最大送信電力の和が前記ＵＥの最大送信電力の以下である。
【００３０】
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記各上りリンクが、対応
する最大静的電力に対応しており、前記端末デバイスが複数の上りリンクの各上りリンク
の所望送信電力に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定することは、
　前記各上りリンクの所望送信電力、及び前記各上りリンクに対応する最大静的電力に基
づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定することを含む。
【００３１】
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記各上りリンクに対応す
る最大静的電力の和が前記ＵＥの最大送信電力よりも小さく、前記ＵＥの最大送信電力か
ら前記各上りリンクに対応する最大静的電力の和を減算したものは、動的電力調整量であ
り、前記動的電力調整量は、前記複数の上りリンクの送信電力を動的調整するために使用
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される。
【００３２】
　したがって、本願の実施例による上り伝送方法は、前記端末デバイスが、前記各上りリ
ンクに対応する最大静的電力及び動的電力調整量に従って、各上りリンクの送信電力を準
静的に調整し得る。
【００３３】
　任意選択で、各上りリンクの実際送信電力が前記各上りリンクの最大送信電力の以下で
あり、前記各上りリンクの実際送信電力が前記各上りリンクの最大静的電力より大きくて
もよい。
【００３４】
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記複数の上りリンクが第
１の上りリンクを含み、前記各上りリンクの所望送信電力、及び前記各上りリンクに対応
する最大静的電力に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定することは、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクに対応する最大静的電力
よりも大きい場合、前記端末デバイスが第１の送信電力が前記第１の上りリンクの実際送
信電力であると確定することを含み、ここで、前記第１の送信電力は、前記第１の上りリ
ンクに対応する最大静の電力に第１の調整量を加算したものであり、前記第１の調整量は
、前記動的電力調整量の一部又は全部である。
【００３５】
　すなわち、第１の上りリンクの所望送信電力が、第１の上りリンクに対応する最大静的
電力よりも大きい場合、端末デバイスは、前述の動的電力調整量から一部又は全部を選択
して第１の上りリンクに割り当ててもよいし、第１の上りリンクの所望送信電力が、第１
の上りリンクに対応する最大静的電力以下である場合、第１の上りリンクの所望送信電力
を、第１の上りリンクの実際送信電力であると確定してもよい。
【００３６】
　このように、Ｐ１＞Ｐ１＿ｓｔａｔｉｃである場合、Ｐ１’＝ Ｐ１＿ｓｔａｔｉｃ＋
△Ｐ１であり、ここで、△Ｐ１が上記の第１の調整量であり、

　であり、又は、

　である場合、Ｐ１’＝ Ｐ１である。
【００３７】
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記各上りリンクの所望送
信電力、及び前記各上りリンクに対応する最大静的電力に基づいて、前記各上りリンクの
実際送信電力を確定することは、
　前記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力、前記各上りリンクにそれぞれ対
応する最大静的電力、及び前記各上りリンクの優先度に基づいて、前記各上りリンクの実
際送信電力を確定することを含む。
【００３８】
　この実施例において、複数の上りリンクの所望送信電力がすべて、対応する静的送信電
力よりも大きい場合、端末デバイスは、さらに、複数の上りリンクの優先度に基づいて、
複数の上りリンクの実際送信電力を確定してよく、例えば、動的電力調整量は、複数の上
りリンクの優先度に従って、順次割り当てられてよい。
【００３９】
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記複数の上りリンクが第
１の上りリンクと第２の上りリンクを含み、前記端末デバイスが前記各上りリンクの所望
送信電力、前記各上りリンクにそれぞれ対応する最大静的電力、及び前記各上りリンクの
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優先度に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定することは、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクに対応する最大静的電力
よりも大きく、前記第２の上りリンクの所望送信電力が前記第２の上りリンクに対応する
最大静的電力よりも大きい場合、前記端末デバイスが前記第１の上りリンクと前記第２の
上りリンクの所望送信電力、前記第１の上りリンクと前記第２の上りリンクにそれぞれ対
応する最大静的電力、及び前記第１の上りリンクと前記第２の上りリンクの優先度に基づ
いて、前記第１の上りリンクと前記第２の上りリンクの実際送信電力を確定することを含
む。
【００４０】
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記端末デバイスが前記第
１の上りリンクと前記第２の上りリンクの所望送信電力、前記第１の上りリンクと前記第
２の上りリンクにそれぞれ対応する最大静的電力、及び前記第１の上りリンクと前記第２
の上りリンクの優先度に基づいて、前記第１の上りリンクと前記第２の上りリンクの実際
送信電力を確定することは、
　前記第１の上りリンクの優先度が前記第２の上りリンクの優先度よりも高い場合、第１
の送信電力を前記第１の上りリンクの実際送信電力として確定し、第２の送信電力を前記
第２の上りリンクの実際送信電力として確定することを含み、ここで、前記第１の送信電
力は、前記第１の上りリンクに対応する最大静の電力に第１の調整量を加算したものであ
り、前記第１の調整量が前記動的調整量の一部又は全部であり、前記第２の送信電力は、
前記ＵＥの最大送信電力から前記第１の送信電力を減算した第１の電力差の一部又は全部
である。
【００４１】
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記方法は、さらに、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が第２の電力差より小さい場合、前記動的調整量
の一部を前記第１の調整量として確定し、ここで、前記第２の電力差は、前記ＵＥの最大
送信電力から、前記複数の上りリンクのうちの前記第１の上りリンク以外の他の上りリン
クに対応する最大静的電力の和を減算した電力差であること、又は、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第２の電力差の以上である場合、前記動的
調整量の全部を前記第１の調整量として確定することを含む。
【００４２】
　つまり、Ｐ１＜Ｐ＿ｍａｘ－Ｐ２＿ｓｔａｔｉｃである場合、△Ｐ１＝ａ＊△Ｐであり
、ここで、ａ＜１であり、
　又は、

　である場合、△Ｐ１＝△Ｐである。
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記方法は、さらに、
　前記端末デバイスがネットワークデバイスにより送信された第３の構成情報を受信する
ことを含み、前記第３の構成情報が前記各上りリンクに対応する最大静的電力を含む。
【００４３】
　第１の態様と結合し、第１の態様のある実現方式において、前記複数の上りリンクに対
応するキャリアは、周波数領域で少なくとも一部が重なる。
【００４４】
　第２の態様は、上記の第１の態様または第１の態様の任意の可能な実装における方法を
実行するための端末デバイスを提供する。具体的には、端末デバイスは、上記の第１の態
様または第１の態様の任意の可能な実装形態における方法を実行するためのユニットを含
む。
【００４５】
　第３の態様は、メモリと、プロセッサと、入力インタフェースと、出力インタフェース
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とを備える端末デバイスを提供する。メモリ、プロセッサ、入力インタフェース、出力イ
ンタフェースは、バスシステムを介して接続される。メモリは、命令を記憶するために使
用され、プロセッサは、メモリに記憶された命令を実行して、第１の態様または第１の態
様の任意の可能な実装形態において、方法を実行するために使用される。
【００４６】
　第４の態様は、上記の第１の態様または第１の態様の任意の可能な実装形態における方
法を実行するためのコンピュータソフトウェア命令を記憶するためのコンピュータ記憶媒
体を提供し、上記の態様を実行するように設計されたプログラムを含む。
【００４７】
　第５の態様は、命令を含むコンピュータプログラム製品を提供し、コンピュータプログ
ラム製品は、コンピュータ上で実行されると、コンピュータに、上述の第１の態様または
第１の態様の任意の実施例における方法を実行させる。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本願の実施例における通信システムの模式図である。
【図２】本願の実施例における上り伝送方法のフローチャートである。
【図３】本願の実施例における端末デバイスのブロック図である。
【図４】本願の他の実施例における端末デバイスのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００４９】
　以下、本願の実施例における技術的解決策を、本願の実施例における添付図面と併せて
、明確かつ完全に説明する。
【００５０】
　本明細書において、「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば、本
明細書において交換可能に使用されることが理解される。ここで、及び/又はとは、単に
関連のある対象を記述するための関連関係の１つであり、Ａ及び/又はＢのように３つの
関係が存在し得ることを意味し、Ａのみ、ＡとＢが同時に存在すること、Ｂのみが存在す
ることの３つの場合が存在し得ることを意味する。なお、本文中の「/」の文字は、前後
の関連オブジェクトが一種の「または」の関係であることを一般的に示す。
【００５１】
　本願の実施例の技術的解決策は、例えば、全地球移動通信(Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅ
ｍ　ｏｆ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ：ＧＳＭ )システム、符号分割多
元接続(Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ：ＣＤＭＡ)シス
テム、広帯域符号分割多元接続(Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕ
ｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ：ＷＣＤＭＡ)システム、汎用パケット無線サービス(Ｇｅｎ
ｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ：ＧＰＲＳ)、ロングタームエボ
リューション(Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ：ＬＴＥ)システム、ＬＴＥ周波
数分割複信(Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ：ＦＤＤ)システム、
ＬＴＥ時分割複信(Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ：ＴＤＤ)、汎用移動通信
システム(Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　
Ｓｙｓｔｅｍ：ＵＭＴＳ)、全地球相互接続マイクロ波アクセス(Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｉ
ｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　Ｍｉｃｒｏｗａｖｅ　Ａｃｃｅｓｓ：ＷｉＭ
ＡＸ )通信システム、又は将来の５Ｇシステム等の様々な通信システムに適用可能である
ことが理解されるべきである。
【００５２】
　図１は、本願の実施例が適用される無線通信システム１００を示す。無線通信システム
１００は、ネットワークデバイス１１０を含み得る。ネットワークデバイス１００は、端
末デバイスと通信するデバイスであってもよい。ネットワークデバイス１００は、特定の
地理的エリアに通信カバレッジを提供し、カバレッジエリア内に配置されたＵＥなどの端
末デバイスと通信し得る。任意選択で、ネットワークデバイス１００は、ＧＳＭシステム
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またはＣＤＭＡシステムにおける基地局( Ｂａｓｅ Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ Ｓｔａｔｉ
ｏｎ：ＢＴＳ )、ＷＣＤＭＡシステムにおける基地局( ＮｏｄｅＢ：ＮＢ )、ＬＴＥシス
テムにおける発展型基地局( Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎａｌ Ｎｏｄｅ Ｂ：ｅＮＢ、またはｅＮ
ｏｄｅＢ )、またはクラウド無線アクセスネットワーク( Ｃｌｏｕｄ Ｒａｄｉｏ Ａｃｃ
ｅｓｓ Ｎｅｔｗｏｒｋ：ＣＲＡＮ )における無線コントローラであってもよく、または
中継局、アクセスポイント、車載装置、ウェアラブル装置、将来の５Ｇネットワークにお
けるネットワーク側装置、または将来の公衆地上モバイルネットワーク( Ｐｕｂｌｉｃ 
Ｌａｎｄ Ｍｏｂｉｌｅ Ｎｅｔｗｏｒｋ：ＰＬＭＮ )におけるネットワークデバイスなど
であってもよい。
【００５３】
　当該無線通信システム１００は、ネットワークデバイス１１０のカバレージ内に配置さ
れた少なくとも１つの端末デバイス１２０をさらに含む。端末デバイス１２０は、移動型
であってもよいし、固定型であってもよい。任意選択で、端末デバイス１２０は、アクセ
ス端末、ユーザ機器( Ｕｓｅｒ Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：ＵＥ )、ユーザ装置、ユーザ局、
移動局、モバイル、リモート局、リモート端末、モバイル機器、ユーザ端末、無線通信機
器、ユーザエージェント、またはユーザ装置を指し得る。アクセス端末は、セルラー電話
、コードレス電話、セッション開始プロトコル( Ｓｅｓｓｉｏｎ Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ 
Ｐｒｏｔｏｃｏｌ：ＳＩＰ )電話、ワイヤレスローカルループ( Ｗｉｒｅｌｅｓｓ Ｌｏ
ｃａｌ Ｌｏｏｐ：ＷＬＬ )局、パーソナルデジタル処理( Ｐｅｒｓｏｎａｌ Ｄｉｇｉｔ
ａｌ Ａｓｓｉｓｔａｎｔ：ＰＤＡ )、ワイヤレス通信機能を有するハンドヘルドデバイ
ス、コンピューティングデバイス、またはワイヤレスモデムに接続された他の処理デバイ
ス、車載デバイス、ウェアラブルデバイス、将来の５Ｇネットワークにおける端末デバイ
ス、または将来開発されるＰＬＭＮにおける端末デバイスなどであり得る。
【００５４】
　任意選択で、端末デバイス１２０間の端末直接接続( Ｄｅｖｉｃｅ ｔｏ Ｄｅｖｉｃｅ
：Ｄ２Ｄ )通信が行われてもよい。
【００５５】
　任意選択で、５Ｇシステム又はネットワークは、新たな無線( Ｎｅｗ Ｒａｄｉｏ：Ｎ
Ｒ )システム又はネットワークと呼ばれることもある。
【００５６】
　図１は、１つのネットワークデバイス及び２つの端末デバイスを例示的に示し、任意選
択で、無線通信システム１００は、複数のネットワークデバイスを含み、各ネットワーク
デバイスのカバレージ内に他の数の端末デバイスを含んでもよく、本願の実施例は、これ
に限定されない。
【００５７】
　任意選択で、無線通信システム１００は、ネットワークコントローラ、モビリティ管理
エンティティなどの他のネットワークエンティティをさらに含むことができ、本願の実施
例はこれに限定されない。
【００５８】
　本発明の実施例において、端末デバイスは、複数のＴＲＰ又はビームから複数のＰＤＣ
ＣＨを受信することができ、複数のＴＲＰ又はビームは、以下の場合のうちの１つである
。
　１、前記複数のＴＲＰ又はビームは、同一のセルに属し、前記複数のＴＲＰ間の接続は
、理想的であり、すなわち、情報交換を迅速に行うことができる。
　２、前記複数のＴＲＰ又はビームは、同一のセルに属し、前記複数のＴＲＰ間の接続は
理想的ではなく、即ち、ＴＲＰ間がより遅い速度で情報交換を行うことができる。
　３、前記複数のＴＲＰ又はビームは異なるセルに属し、前記複数のＴＲＰ間の接続は理
想的である。
　４、前記複数のＴＲＰ又はビームは異なるセルに属し、前記複数のＴＲＰ間の接続は理
想的でない。
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【００５９】
　図２は、本開示の実施例によって提供される上り伝送方法２００を概略的に示す。方法
２００は、上述の無線通信システム１００に適用され得るが、本発明の実施例は、これに
限定されない。
【００６０】
　図２に示すように、方法２００は、Ｓ２１０及びＳ２２０を含む。
　Ｓ２１０において、端末デバイスが複数の上りリンクの各上りリンクの所望送信電力に
基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定する。
【００６１】
　Ｓ２２０において、前記端末デバイスが前記各上りリンクの実際送信電力を利用して、
前記各上りリンクの信号を送信する。
　なお、本願の実施例では、各上りリンクは制御チャネルと対応するデータチャネルとを
含み、すなわち、各上りリンクは制御信号と上りデータとを伝送するために使用されても
よい。
【００６２】
　任意選択で、端末デバイスが複数の上りリンクで伝送する信号は、
　下り送信対応確認/否定判定( Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ / Ｎｅｇａｔｉｖｅ 
ＡＣＫｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ、ＡＣＫ / ＮＡＣＫ )、下りチャネル対応する信号状
態情報( Ｃｈａｎｎｅｌ Ｓｔａｔｅ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ、ＣＳＩ )、上りデータ、
サウンディング参照信号( Ｓｏｕｎｄｉｎｇ Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ Ｓｉｇｎａｌ、ＳＲＳ
 )のうちの少なくとも１つを含む。
【００６３】
　任意選択で、本願の実施例において、前記各上りリンクの所望送信電力は、既存の規則
に従って確定されてもよく、すなわち、前記各上りリンクの所望送信電力は、推定された
各上りリンクの送信電力であるが、推定された各上りリンクの所望送信電力は、前記各上
りリンクが許容する最大送信電力よりも大きいかもしれないし、あるいは、前記各上りリ
ンクの所望送信電力の和は、前記端末デバイスが許容する最大送信電力( ＵＥの最大送信
電力とも称され、Ｐ＿ｍａｘと表記される)よりも大きいかもしれない。前記端末デバイ
スは、前記状況が発生すると、確定された各上りリンクの所望送信電力をそのまま用いて
各上りリンクの信号を送信することができないため、各上りリンクの送信電力を直接的に
電力制御する必要があり、例えば、前記端末デバイスは、前記各上りリンクの所望送信電
力から各上りリンクの実際送信電力を確定し、前記各上りリンクの実際送信電力の和が前
記ＵＥの最大送信電力以下である場合に、前記各上りリンクの実際送信電力を用いて前記
各上りリンクの信号を送信することができる。
【００６４】
　そして、本願の実施例に係る上り伝送方法は、端末デバイスが、各上りリンクの所望送
信電力を直接用いて上り信号を送信するのではなく、各上りリンクの所望送信電力に基づ
いて、各上りリンクの実際送信電力を確定することにより、各上りリンクの実際送信電力
の和が端末デバイスの許容最大送信電力以下であることを保証することが容易となり、端
末の送信電力の利用効率を向上させることが容易となり、システム性能を向上させること
が可能となる。
【００６５】
　なお、本願の実施例において、端末デバイスが許容する最大送信電力、又はＵＥの最大
送信電力とは、端末デバイスが複数の上りリンクで同時に信号を送信するために使用でき
る最大送信電力を意味し、すなわち、各上りリンクの実際送信電力の和は、ＵＥの最大送
信電力よりも大きくできず、ＵＥの最大送信電力は、各上りリンクが許容する最大送信電
力の和である。
【００６６】
　例えば、前記複数の上りリンクが第１の上りリンクと第２の上りリンクを含み、対応す
る所望送信電力がそれぞれＰ１とＰ２であり、Ｐ１＋Ｐ２＞Ｐ＿ｍａｘである場合、即ち
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、第１の上りリンクと第２の上りリンクの所望送信電力との和がＵＥの最大送信電力より
も大きい場合、第１の上りリンクと第２の上りリンクの送信電力を電力制御する必要があ
り、前記第１の上りリンクと前記第２の上りリンクの実際送信電力を確定し、Ｐ１’とＰ
２’と示し、電力制御を行った後、各上りリンクの実際送信電力の和が

　を満たす。
【００６７】
　任意選択で、前記端末デバイスは、前記第１の上りリンクと前記第２の上りリンクの所
望送信電力を同じ調整係数に乗算した送信電力値を、前記第１の上りリンクと前記第２の
上りリンクの実際送信電力として確定することができる。
　任意選択で、第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力よりも小さく
、即ちＰ１＜Ｐ＿ｍａｘである場合、前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の
上りリンクの実際送信電力値であると確定し、即ち、Ｐ１’＝Ｐ１であり、前記第２の上
りリンクの実際送信電力値は、前記ＵＥの最大送信電力から前記第１の上りリンクの実際
送信電力を減算した差分値、即ちＰ２’＝ Ｐ＿ｍａｘ－ Ｐ１’である。
【００６８】
　又は、第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力の以上、即ち、

　である場合、前記ＵＥの最大送信電力が前記第１の上りリンクの実際送信電力であり、
前記第２の上りリンクの実際送信電力が０、即ちＰ１’＝ Ｐ＿ｍａｘ、Ｐ２’＝０であ
ると確定する。
【００６９】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、Ｓ２１０は、さらに
　前記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力及び端末デバイスＵＥの最大送信
電力に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定することを含み、ここで、前記
ＵＥの最大送信電力は、前記端末デバイスが前記複数の上りリンクで同時に信号を送信す
るために使用可能な最大送信電力を示す。
【００７０】
　例えば、前記端末デバイスは、前記各上りリンクの実際送信電力の和が前記ＵＥの最大
送信電力の以下になるように、前記各上りリンクの所望送信電力を調整することができる
。例として、前記端末デバイスは、前記各上りリンクの所望送信電力から対応する調整量
を減算した電力値を、前記各上りリンクの実際送信電力を確定することができ、任意選択
で、各上りリンクに使用される調整量は、同じであってもよいし、異なってもよい。又は
、前記端末デバイスは、前記各上りリンクの所望送信電力に対応する調整係数を乗算した
電力値を、前記各上りリンクの実際送信電力として確定してもよい。
【００７１】
　例えば、前記複数の上りリンクが第１の上りリンクと第２の上りリンクを含み、前記第
１の上りリンクＰ１と前記第２の上りリンクの所望送信電力Ｐ２は、それぞれ１０と２０
であり、前記ＵＥの最大送信電力Ｐ＿ｍａｘが２０であり、Ｐ１＋Ｐ２＞Ｐ＿ｍａｘであ
るため、電力制御が必要である。任意選択で、前記端末デバイスは、第１の上りリンクの
所望送信電力から第１の調整量(△Ｐ１と表す)を減算した電力値を、前記第１の上りリン
クの実際送信電力Ｐ１’として確定し、前記第２の上りリンクの所望送信電力から第２の
調整量(△Ｐ２と表す)を減算した電力値を、前記第２の上りリンクの実際送信電力Ｐ２’
として確定する。例として、△Ｐ１＝５、△Ｐ２＝５である場合、Ｐ１’＝Ｐ１―△Ｐ１
＝５、Ｐ２’＝Ｐ２－△Ｐ２＝１５であり、又は、△Ｐ１＝１、△Ｐ２＝１０である場合
、Ｐ１’＝Ｐ１―△Ｐ１＝９、Ｐ２’＝Ｐ２－△Ｐ２＝１０等である。
【００７２】
　又は、第１の上りリンクの所望送信電力に第１の調整係数Ｋ１を乗算し、第２の上りリ
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ンクの所望送信電力に第２の調整係数Ｋ２を乗算し、任意選択で、前記第１の調整係数と
前記第２の調整係数とが同じであってもよいし、異なってもよい。以上のように、Ｋ１＝
１／２、Ｋ２＝１／２である場合、Ｐ１’＝Ｋ１＊Ｐ１＝５、Ｐ２’＝Ｋ２＊Ｐ２＝１０
であり、又は、Ｋ１＝１、Ｋ２＝１／２である場合、Ｐ１’＝Ｋ１＊Ｐ１＝１０、Ｐ２’
＝Ｋ２＊Ｐ２＝１０等である。
【００７３】
　実施例１：
　任意選択で、１つの実施例において、前記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信
電力、及び前記ＵＥの最大送信電力に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定
することは、
　前記各上りリンクの所望送信電力の和が前記ＵＥの最大送信電力よりも大きい場合、前
記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力に同一の調整係数を乗算した送信電力
を、前記各上りリンクの実際送信電力として確定することを含み、ここで、前記各上りリ
ンクの実際送信電力の和は、前記ＵＥの最大送信電力の以下である。
【００７４】
　以下、前記複数の上りリンクが第１の上りリンク及び第２の上りリンクを含む場合を例
に説明するが、本発明の実施例に何ら限定されるものではなく、本発明の実施例は、更に
、複数の上りリンク、例えば、第３の上りリンク及び第４の上りリンク等を含んでもよく
、更に、複数の上りリンクを含む場合、本発明の実施例による上りリンク伝送の方法に対
する適応性を調整できるが、これについての詳細な説明は省略する。
【００７５】
　具体的に、前記複数の上りリンクが第１の上りリンクと第２の上りリンクを含み、それ
ぞれ対応する所望送信電力がＰ１とＰ２であり、Ｐ１＋Ｐ２＞Ｐ＿ｍａｘである場合、電
力制御を行い、任意選択で、同一の調整係数Ｋを利用して前記複数の上りリンクの所望送
信電力を調整することで、調整された各上りリンクの送信電力の和が前記ＵＥの最大送信
電力の以下になり、即ち、

　を満たし、例えば、Ｐ１＝４０、Ｐ２＝６０、Ｐ＿ｍａｘ＝８０、Ｋが４／５の以下で
あり、Ｋ＝４／５の場合、前記第１の上りリンクの実際送信電力Ｐ１’＝３２、前記第２
の上りリンクの実際送信電力Ｐ２’＝４８である。
【００７６】
　このように、前記複数の上りリンクが第１の上りリンクと第２の上りリンクを含み、こ
の実施例１は、以下の通りで、

　である場合、Ｐ１’＝Ｋ＊Ｐ１、Ｐ２’＝Ｋ＊ Ｐ２とし、ここで、

　である。
【００７７】
　実施例２：
　任意選択で、１つの実施例において、前記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信
電力、及び前記ＵＥの最大送信電力に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定
することは、
　前記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力、前記ＵＥの最大送信電力及び前
記各上りリンクの優先度に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定することを
含む。
【００７８】
　実施例２において、前記複数の上りリンクが優先度を有し、前記端末デバイスは、電力
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制御を行う時に、前記複数の上りリンクの優先度に基づいて、前記各上りリンクの実際送
信電力を確定し、例えば、優先度の高い上りリンクの所望送信電力を優先して満たし、優
先度の高い上りリンクの所望送信電力を満たしている上で、ＵＥの最大送信電力がまだ残
っている場合には、他の優先度の低い上りリンクに、それに応じた送信電力を割り当てて
もよいし、他の優先度の低い上りリンクでは信号を送信しなくても、他の優先度の低い上
りリンクに送信電力を割り当てなくてもよい。
【００７９】
　任意選択で、実施例２の具体的な実施例において、前記複数の上りリンクが第１の上り
リンクを含み、前記第１の上りリンクの優先度が他の上りリンクの優先度よりも高く、前
記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力、前記ＵＥの最大送信電力及び前記各
上りリンクの優先度に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定することは、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力の以下である場合、前
記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクに対応する実際送信電力であ
ると確定すること、又は、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力よりも大きい場合、前
記ＵＥの最大送信電力が前記第１の上りリンクに対応する実際送信電力であると確定する
ことを含む。
【００８０】
　この実施例では、前記第１の上りリンクの優先度が他の上りリンクの優先度よりも高い
場合、前記端末デバイスは、前記第１の上りリンクに優先的に送信電力を割り当てること
ができ、任意選択で、Ｐ１≧Ｐ＿ｍａｘである場合、すなわち、前記第１の上りリンクの
所望送信電力がＵＥの最大送信電力以上である場合、または、前記ＵＥの最大送信電力を
前記第１の上りリンクにすべて割り当てたとしても、前記第１の上りリンクの所望送信電
力を満たすことができないか、または、満たすばかりである場合、前記端末デバイスは、
前記ＵＥの最大送信電力を前記第１の上りリンクの実際送信電力、すなわち、Ｐ１'＝Ｐ
＿ｍａｘとして確定することができる。あるいは、Ｐ１＜Ｐ＿ｍａｘの場合、端末デバイ
スは、第１の上りリンクの所望送信電力を、第１の上りリンクの実際送信電力、すなわち
、Ｐ１’＝Ｐ１として確定することができる。Ｐ１＜Ｐ＿ｍａｘであるため、前記第１上
りリンクに送信電力を割り当てた後に、ＵＥの最大送信電力が残り、この場合、前記端末
デバイスは、他の優先度の低い上りリンクに残りの送信電力を割り当ててもよく、あるい
は、他の優先度の低い上りリンクに残りの送信電力を割り当てなくてもよく、すなわち、
他の優先度の低い上りリンク送信信号を使用しなくてもよい。
【００８１】
　上記の実施例のように、前記他の上りリンクが第２の上りリンクを含み、前記端末デバ
イスが前記各上りリンクの所望送信電力、前記ＵＥの最大送信電力及び前記各上りリンク
の優先度に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定することは、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力の以下である場合、第
１の電力差の一部又は全部を前記第２の上りリンクの実際送信電力として確定し、又は、
前記第２の上りリンクの実際送信電力が０であると確定し、ここで、前記第１の電力差が
前記ＵＥの最大送信電力から前記第１の上りリンクの実際送信電力を減算した差分値であ
ること、又は、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力よりも大きい場合、前
記第２の上りリンクの実際送信電力が０であると確定することを含む。
【００８２】
　本実施例では、前記第１の上りリンクの優先度は、第２の上りリンクの優先度よりも高
く、上記の説明から分かるように、前記端末デバイスは、前記第１の上りリンクに送信電
力を優先的に割り当てることができ、前記第１の上りリンクに送信電力を割り当てた後、
前記ＵＥの送信電力がまだ残って、すなわち割り当てられていない場合、前記端末デバイ
スは、残っている送信電力から一部又は全部を選択して前記第２の上りリンクに割り当て
ることができ、又は、前記第２の上りリンクに送信電力を割り当てなく、すなわち、第２
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の上りリンク送信信号を使用しないことができる。または、前記端末デバイスは、前記第
１上りリンクに送信電力を割り当てた後、前記端末デバイスの送信電力が残らない場合、
前記第２上りリンクの実際送信電力がゼロであると確定することができる。
【００８３】
　このように、第１の上りリンクの優先度が第２の上りリンクの優先度より高いことを例
とし、この実施例は、以下の通りであり、

　である場合、Ｐ１’＝Ｐ＿ｍａｘ、Ｐ２’＝０であり、
　Ｐ１＜Ｐ＿ｍａｘである場合、Ｐ１’＝Ｐ１、Ｐ２’＝ａ＊（Ｐ＿ｍａｘ－Ｐ１）、又
はＰ２’＝０であり、ここで、

　である。
【００８４】
　任意選択で、本願の実施例において、前記各上りリンクの優先度は、ネットワークデバ
イスにより構成され、又は、端末デバイスにより確定される。
【００８５】
　たとえば、ネットワークデバイスは、端末デバイスに第１のメッセージを送信すること
によって、各上りリンクの優先度を設定することができ、任意選択で、第１のメッセージ
は、半静的シグナリング、たとえば、無線リソース制御( Ｒａｄｉｏ Ｒｅｓｏｕｒｃｅ 
Ｃｏｎｔｒｏｌ、ＲＲＣ )メッセージ、または動的シグナリング、たとえば、下り制御情
報( Ｄｏｗｎｌｉｎｋ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ、ＤＣＩ )であり得る。
また、端末デバイスが、上りリンクで送信する信号のタイプに応じて上りリンクの優先度
を確定したり、上りリンクで使用するＰＵＣＣＨフォーマットに応じて上りリンクの優先
度を確定するなど、端末デバイス自身で上りリンクの優先度を確定することもできる。
【００８６】
　任意選択で、端末デバイスが、予め定められた規則に従って、各上りリンクの優先度を
確定することもでき、予め定められた規則は、端末デバイスとネットワークデバイスとが
情報のやり取りを行うことなく、予め定められた規則を知ることができ、すなわち、ネッ
トワークデバイスが、端末デバイスに各上りリンクの優先度を設定する必要がなく、端末
デバイスが、直接、予め定められた規則に従って、各上りリンクの優先度を確定すること
ができるように、合意され得る。
【００８７】
　任意選択で、本願の実施例において、前記予め定められた規則は、
　前記上りリンクに対応する下りリンクのデータ量、前記上りリンクが使用する物理制御
チャネルＰＵＣＣＨフォーマット、前記上りリンクが使用するチャネルタイプ、前記上り
リンクが伝送する信号タイプ、前記上りリンクが使用する波形及び前記上りリンクのパス
ロスのうちの少なくとも１つに基づいて、前記各上りリンクの優先度を確定するように指
示する。
【００８８】
　具体的には、端末デバイスは、上りリンクのデータ量に応じて、上りリンクの優先度を
確定することができ、例えば、下りリンクのデータ量が多い場合には、対応する上りリン
クの優先度を高く設定してもよいし、下りリンクのデータ量が少ない場合には、対応する
上りリンクの優先度を高く設定してもよい。
【００８９】
　あるいは、端末デバイスは、上りリンクで使用されるＰＵＣＣＨフォーマットに従って
上りリンクごとの優先度を確定してもよく、例えば、異なるＰＵＣＣＨ ｆｏｒｍａｔ対
応の異なる優先度を設定してもよく、すなわち、ＰＵＣＣＨ ｆｏｒｍａｔは、対応する
上りリンクの優先順位を示すために使用されてもよく、例えば、ＰＵＣＣＨ ｆｏｒｍａ
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ｔ２を使用する上りリンク対応の優先度が最も高く、ＰＵＣＣＨ ｆｏｒｍａｔ ２aを使
用する上りリンク対応の優先度が次に高く、ＰＵＣＣＨ ｆｏｒｍａｔ ２bを使用する上
りリンク対応の優先度が最も低いと設定してもよい。
【００９０】
　あるいは、端末デバイスは、複数の上りリンク送信の信号タイプに応じて、各上りリン
クの優先度を確定してもよく、例えば、ＡＣＫ / ＮＡＣＫを伝送する上りリンクの優先
度が最も高く、上りデータを伝送する上りリンクの優先度が最も低いと確定してもよく、
あるいは、ＣＳＩを送信する上りリンクの優先度が最も高く、上りデータを送信する上り
リンクの優先度が最も低いと確定してもよい。
【００９１】
　あるいは、前記端末デバイスは、前記複数の上りリンクが使用する波形（Ｗａｖｅｆｏ
ｒｍ）に基づいて前記各上りリンクの優先度を確定し、例えば、上りリンクで使用される
波形は、直交周波数分割多重( Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ Ｄｉｖｉｓｉ
ｏｎ Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ、ＯＦＤＭ )又はＤＦＴ拡張ＯＦＤＭ ( ＤＦＴ－Ｓｐｒ
ｅａｄ ＯＦＤＭ、ＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭ )技術を用いて形成された波形を含み、ここで
、ＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭ方式は、ＯＦＤＭ方式よりも、最大送信電力が同じでも広い範囲
の波形を形成することができ、ＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭよりもＯＦＤＭの方が優先度が高く
設定されることができ、したがって、ＯＦＤＭ方式を採用する上りリンクの優先度は、Ｄ
ＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭ方式を採用する上りリンクの優先度よりも高く、ＯＦＤＭ技術を用い
た上りリンクに優先的に送信電力を割り当て、パスロスの少ない上りリンクは複数のデー
タストリームを伝送できることを保証でき、あるいは、ＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭに対応する
優先度をＯＦＤＭよりも高く設定し、ＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭ方式の上りリンクの優先度は
ＯＦＤＭ方式の上りリンクの優先度よりも高く、すなわちＤＦＴ－ｓ－ＯＦＤＭ技術を用
いた上りリンクに優先的に送信電力を割り当てることで、パスロスの大きい上りリンクは
ベースサービスの伝送を維持できることを保証でき、すなわち、端末デバイスは、ＯＦＤ
Ｍ及びＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭ技術を用いた上りリンクがそれぞれ異なる優先度に対応可能
であると判断することができる。
【００９２】
　あるいは、前記端末デバイスは、前記複数の上りリンクのパスロスに基づいて、前記各
上りリンクの優先度を確定し、前記上りリンクのパスロスは、前記上りリンクのリンク品
質の優劣を示すものであってもよく、前記パスロスが低いことを前記リンク品質が良いと
みなし、前記パスロスが高いことをリンク品質が悪いとみなしてもよい。限定ではなく、
例えば、パスロスの低い上りリンクに対応する優先度を高くし、パスロスの高い上りリン
クに対応する優先度を低くすることで、リンク品質の良い上りリンクに優先的に送信電力
を割り当てることができ、端末デバイスの送信電力の利用効率を向上させることができ、
システム性能を向上させることができる。
【００９３】
　任意選択で、本願の実施例において、前記方法２００は、さらに、
　前記端末デバイスがネットワークデバイスにより送信された第１の構成情報を受信する
ことを含み、前記第１の構成情報は、前記ＵＥの最大送信電力を確定するために使用され
る。
【００９４】
　すなわち、ネットワークデバイスは、ＵＥの最大送信電力(Ｐ＿ｍａｘ )を確定するた
めに使用され得る第１の構成情報を端末デバイスに送信し、任意選択で、第１の構成情報
は、ＵＥの最大送信電力を直接的に示し得るか、または、第１の構成情報は、他の情報を
示すために使用され、端末デバイスは、第１の構成情報に従ってＵＥの最大送信電力を確
定し得るが、本願の実施例は、第１の構成情報がＵＥの最大送信電力を確定することが可
能であれば、第１の構成情報の具体的な形態に特に限定されない。
【００９５】
　任意選択で、ネットワークデバイスは、ＲＲＣメッセージを介して第１の構成情報を搬
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送することができ、またはＤＣＩを介して第１の構成情報を含むこともでき、本願実施例
は、第１の構成情報の送信方法を限定しない。
【００９６】
　実施例３：
　任意選択で、１つの実施例において、前記複数の上りリンクの各上りリンクが、対応す
る最大送信電力にそれぞれ対応しており、前記端末デバイスが複数の上りリンクの各上り
リンクの所望送信電力に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定することは、
　前記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力、及び前記各上りリンクに対応す
る最大送信電力に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定することを含む。
【００９７】
　この実施例では、各上りリンクはそれぞれの最大送信電力に対応し、各上りリンクの最
大送信電力の合計は、前述のＵＥの最大送信電力に等しく、複数の上りリンクが第１の上
りリンクと第２の上りリンクとを含む場合、Ｐ＿ｍａｘ＝Ｐ１＿ｍａｘ＋Ｐ１＿ｍａｘで
あり、ここで、Ｐ１＿ｍａｘは第１の上りリンクの最大送信電力を表し、Ｐ２＿ｍａｘは
第２の上りリンクの最大送信電力を表す。
【００９８】
　任意選択で、実施例３の具体的な実施例において、前記複数の上りリンクが第１の上り
リンクを含み、前記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力、及び前記各上りリ
ンクに対応する最大送信電力に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定するこ
とは、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクに対応する最大送信電力
よりも大きい場合、前記端末デバイスが第１の送信電力が前記第１の上りリンクの実際送
信電力であると確定し、ここで、前記第１の送信電力が前記第１の上りリンクに対応する
最大送信電力の以下であること、又は、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクに対応する最大送信電力
の以下である場合、前記端末デバイスが前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１
の上りリンクの実際送信電力であると確定することを含む。
【００９９】
　この実施例において、前記各上りリンクの実際送信電力が前記各上りリンクの最大送信
電力の以下であり、第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクの最大送信
電力よりも大きい場合、前記第１の上りリンクの以下である最大送信電力の第１の送信電
力が前記第１の上りリンクの実際送信電力であると確定し、即ち、前記第１の送信電力は
、前記第１の上りリンクの最大送信電力の以下であってもよい。又は、前記第１の上りリ
ンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクの最大送信電力の以下である場合、前記第１
の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクの実際送信電力であると確定する。
【０１００】
　つまり、Ｐ１＞Ｐ１＿ｍａｘである場合、Ｐ１’＝Ｐを確定し、ここで、

　であり、
　又は、

　、Ｐ１’＝Ｐ１を確定する。
【０１０１】
　特に、前記複数の上りリンクのうちの第１の上りリンクのみが上り伝送を必要とする場
合、Ｓ２１０は、さらに、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力よりも大きい場合、前
記端末デバイスが第１の送信電力が前記第１の上りリンクの実際送信電力であると確定し
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、ここで、前記第１の送信電力が前記ＵＥの最大送信電力の以下であること、又は、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力の以下である場合、前
記端末デバイスが前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクの実際送
信電力であると確定することを含む。
【０１０２】
　すなわち、複数の上りリンクが第１の上りリンクのみを用いて上りリンク送信を行う必
要がある場合、端末デバイスは、ＵＥの最大送信電力に応じて第１の上りリンクの実際送
信電力を制御することができ、すなわち、第１の上りリンクの実際送信電力がＵＥの最大
送信電力を上回らないように制御することができ、具体的には、Ｐ１＞Ｐ＿ｍａｘである
場合、Ｐ１'＝Ｐ、または、Ｐ１＜＝Ｐ＿ｍａｘである場合、Ｐ１'＝Ｐ１である。
【０１０３】
　任意選択で、前記端末デバイスは、前記実施例と同様に、前記複数の上りリンクのうち
の第１の上りリンクのみが上りリンク送信を必要とする場合、前記第１の上りリンクの実
際送信電力を、前記第１の上りリンクに対応する最大送信電力に応じて制御し、すなわち
、前記第１の上りリンクの実際送信電力が前記第１の上りリンクの最大送信電力よりも大
きくならないように制御し、具体的には、Ｐ１＞Ｐ１＿ｍａｘである場合、Ｐ１’＝Ｐ、
または、Ｐ１＜＝Ｐ１＿ｍａｘである場合、Ｐ１'＝Ｐ１であってもよい。
【０１０４】
　すなわち、端末デバイスは、必要な上り送信が１つの場合には、その上りの最大送信電
力に基づいて、その上りの実際送信電力を制御してもよいし、ＵＥの最大送信電力に基づ
いて、その上りの実際送信電力を制御してもよい。
【０１０５】
　任意選択で、前記方法は、さらに、
　前記端末デバイスがネットワークデバイスにより送信された第２の構成情報を受信する
ことを含み、前記第２の構成情報が前記各上りリンクに対応する最大送信電力を含む。
【０１０６】
　すなわち、ネットワークデバイスは、各上りリンクに対応する最大送信電力、すなわち
、Ｐ１＿ｍａｘおよびＰ２＿ｍａｘなどを示すために使用され得る第２の構成情報を端末
デバイスに送信し得る。
【０１０７】
　任意選択で、ネットワークデバイスは、ＲＲＣメッセージを介して第２の構成情報を搬
送することができ、またはＤＣＩを介して第２の構成情報を含むこともでき、本願の実施
例は、第２の構成情報の送信方法を限定しない。
【０１０８】
　実施例４：
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記各上りリンクが、対応する最大静的
電力に対応しており、前記端末デバイスが複数の上りリンクの各上りリンクの所望送信電
力に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定することは、
　前記各上りリンクの所望送信電力、及び前記各上りリンクに対応する最大静的電力に基
づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定することを含む。
【０１０９】
　この実施例４では、各上りリンクはそれぞれ、対応する最大静的電力に対応し、前述の
実施例と異なり、前記各上りリンクの最大静的電力の和は、ＵＥの最大送信電力よりも小
さく、すなわち、前記ＵＥの最大送信電力から前記各上りリンクに対応する最大静的電力
の和を引いた後に、残る量があり、この部分は、動的電力調整量(ΔＰと表記される)と呼
ばれ、前記動的電力調整量は、前記複数の上りリンクの送信電力を動的に調整するために
使用され、すなわち、本実施例は、上りリンクの送信電力の準静的調整を可能にし得る。
【０１１０】
　なお、前述の実施例において、各上りリンクの実際送信電力は、前記各上りリンクの最
大送信電力よりも大きくはならず(特別な場合を除いて)、前述の実施例とは異なり、この
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実施例４において、前記各上りリンクの実際送信電力は、前記各上りリンクの最大静的電
力よりも大きくなり得るが、各上りリンクの実際送信電力の和は、ＵＥの最大送信電力よ
りも大きくはならない。
【０１１１】
　実施例４の具体的な実施例において、前記複数の上りリンクが第１の上りリンクを含み
、前記各上りリンクの所望送信電力、及び前記各上りリンクに対応する最大静的電力に基
づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定することは、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクに対応する最大静的電力
よりも大きい場合、前記端末デバイスが第１の送信電力が前記第１の上りリンクの実際送
信電力であると確定することを含み、ここで、前記第１の送信電力は、前記第１の上りリ
ンクに対応する最大静の電力に第１の調整量を加算したものであり、前記第１の調整量は
、前記動的電力調整量の一部又は全部である。
【０１１２】
　すなわち、第１の上りリンクの所望送信電力が、第１の上りリンクに対応する最大静的
電力よりも大きい場合、端末デバイスは、前述の動的電力調整量から一部又は全部を選択
して第１の上りリンクに割り当ててもよいし、第１の上りリンクの所望送信電力が、第１
の上りリンクに対応する最大静的電力以下である場合、第１の上りリンクの所望送信電力
を、第１の上りリンクの実際送信電力であると確定してもよい。
【０１１３】
　つまり、Ｐ１＞Ｐ１＿ｓｔａｔｉｃである場合、Ｐ１’＝Ｐ１＿ｓｔａｔｉｃ＋△Ｐ１
であり、ここで、△Ｐ１が上記の第１の調整量であり、△Ｐ１＝ａ＊△Ｐ、

　である場合 、Ｐ１’＝Ｐ１である。
【０１１４】
　任意選択で、実施例４の具体的な実現方式において、前記方法２００は、さらに、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が第２の電力差より小さい場合、前記動的調整量
の一部を前記第１の調整量として確定し、ここで、前記第２の電力差は、前記ＵＥの最大
送信電力から、前記複数の上りリンクのうちの前記第１の上りリンク以外の他の上りリン
クに対応する最大静的電力の和を減算した電力差であること、又は、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第２の電力差の以上である場合、前記動的
調整量の全部を前記第１の調整量として確定することを含む。
【０１１５】
　すなわち、前記動的電力調整量の全てを前記第１の上りリンクに割り当てると、前記第
１の上りリンクの実際送信電力が前記第１の上りリンクの所望送信電力よりも大きい場合
、前記動的電力調整量の一部を前記第１の上りリンクに割り当てることができ、あるいは
、前記動的電力調整量の全てが前記第１の上りリンクに割り当てられると、前記第１の上
りリンクの実際送信電力が前記第１の上りリンクの所望送信電力よりもさらに小さい場合
に、前記動的電力調整量の全てが前記第１の上りリンクに割り当てられてもよい。
【０１１６】
　つまり、Ｐ１＜Ｐ＿ｍａｘ－Ｐ２＿ｓｔａｔｉｃである場合、△Ｐ１＝ａ＊△Ｐであり
、ここで、ａ＜１であり、
　又は、

　である場合、△Ｐ１＝△Ｐである。
【０１１７】
　任意選択で、実施例４の実現方式において、前記各上りリンクの所望送信電力、及び前
記各上りリンクに対応する最大静的電力に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を
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確定することは、
　前記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力、前記各上りリンクにそれぞれ対
応する最大静的電力、及び前記各上りリンクの優先度に基づいて、前記各上りリンクの実
際送信電力を確定することを含む。
【０１１８】
　複数の上りリンクの所望送信電力が、それぞれの静的な送信電力よりも大きい場合、端
末デバイスは、さらに、複数の上りリンクの優先度に応じて、複数の上りリンクの実際送
信電力を確定してもよく、例えば、複数の上りリンクの優先度に応じて、動的電力調整量
を順次割り当ててもよい。
【０１１９】
　各上りリンクの優先度は、上記実施例と同様に、ネットワークデバイスにより設定され
るか、または端末デバイスにより確定されるが、ここではその説明は省略する。
【０１２０】
　任意選択で、実施例４の実現方式において、前記複数の上りリンクが第１の上りリンク
と第２の上りリンクを含み、前記端末デバイスが前記各上りリンクの所望送信電力、前記
各上りリンクにそれぞれ対応する最大静的電力、及び前記各上りリンクの優先度に基づい
て、前記各上りリンクの実際送信電力を確定することは、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクに対応する最大静的電力
よりも大きく、前記第２の上りリンクの所望送信電力が前記第２の上りリンクに対応する
最大静的電力よりも大きい場合、前記端末デバイスが前記第１の上りリンクと前記第２の
上りリンクの所望送信電力、前記第１の上りリンクと前記第２の上りリンクにそれぞれ対
応する最大静的電力、及び前記第１の上りリンクと前記第２の上りリンクの優先度に基づ
いて、前記第１の上りリンクと前記第２の上りリンクの実際送信電力を確定することを含
む。
【０１２１】
　すなわち、第１及び第２の上りリンクの所望送信電力がそれぞれの最大静的電力よりも
大きい場合に、端末デバイスは、さらに、前記第１及び第２の上りリンクの優先度に応じ
て、前記第１及び第２の上りリンクの実際送信電力を確定してもよく、例えば、優先度の
高い上りリンクに前記動的調整量の一部又は全部を優先的に割り当て、優先度の高い上り
リンクを満たした上で、優先度の低い上りリンクに残りの送信電力を割り当てるようにし
てもよい。
【０１２２】
　任意選択で、実施例４の具体的な実施例において、前記端末デバイスが前記第１の上り
リンクと前記第２の上りリンクの所望送信電力、前記第１の上りリンクと前記第２の上り
リンクにそれぞれ対応する最大静的電力、及び前記第１の上りリンクと前記第２の上りリ
ンクの優先度に基づいて、前記第１の上りリンクと前記第２の上りリンクの実際送信電力
を確定することは、
　前記第１の上りリンクの優先度が前記第２の上りリンクの優先度よりも高い場合、第１
の送信電力を前記第１の上りリンクの実際送信電力として確定し、第２の送信電力を前記
第２の上りリンクの実際送信電力として確定することを含み、ここで、前記第１の送信電
力は、前記第１の上りリンクに対応する最大静の電力に第１の調整量を加算したものであ
り、前記第１の調整量が前記動的調整量の一部又は全部であり、前記第２の送信電力は、
前記ＵＥの最大送信電力から前記第１の送信電力を減算した第１の電力差の一部又は全部
である。
【０１２３】
　すなわち、第１の上りリンクの優先度が第２の上りリンクの優先度よりも高い場合には
、動的調整量のうち一部または全部を優先的に前記第１の上りリンクに割り当て、前記第
１の上りリンクへの割り当てが完了した後に、ＵＥの最大送信電力がまだ残っている場合
には、残りの送信電力のうち一部または全部を第２の上りリンクに割り当て、選択可能で
、前記複数の上りリンクのうちより優先度の低い上りリンクがあれば、前記第２の上りリ
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ンクへの割り当てが完了した後に、ＵＥの最大送信電力がまだ残っている場合には、他の
より優先度の低い上りリンクに送信電力を継続して割り当てしてもよい。
【０１２４】
　実施例と同様に、実現方式において、前記方法２００は、さらに、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が第２の電力差より小さい場合、前記動的調整量
の一部を前記第１の調整量として確定し、ここで、前記第２の電力差は、前記ＵＥの最大
送信電力から、前記複数の上りリンクのうちの前記第１の上りリンク以外の他の上りリン
クに対応する最大静的電力の和を減算した電力差であること、又は、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第２の電力差の以上である場合、前記動的
調整量の全部を前記第１の調整量として確定することを含む。
【０１２５】
　すなわち、前記動的電力調整量の全てを前記第１の上りリンクに割り当てると、前記第
１の上りリンクの実際送信電力が前記第１の上りリンクの所望送信電力よりも大きい場合
、前記動的電力調整量の一部を前記第１の上りリンクに割り当てることができ、あるいは
、前記動的電力調整量の全てが前記第１の上りリンクに割り当てられると、前記第１の上
りリンクの実際送信電力が前記第１の上りリンクの所望送信電力よりもさらに小さい場合
に、前記動的電力調整量の全てが前記第１の上りリンクに割り当てられてもよい。
【０１２６】
　以下、前記複数の上りリンクが第１上りリンクと第２上りリンクとを含む場合を例にと
って、実施例４の具体的な実現方式を詳細に説明する。
【０１２７】
　シーン１：

　この場合、電力制御は不要であり、下りリンク毎に直接的に相応しい所望送信電力、す
なわちＰ１'＝Ｐ１、Ｐ２'＝Ｐ２を割り当てればよい。
【０１２８】
　シーン２：Ｐ１＞Ｐ１＿ｓｔａｔｉｃ、かつ、Ｐ２≦Ｐ２＿ｓｔａｔｉｃ
　このシーンでは、動的電力調整量の一部または全部が第１の上りリンクに割り当てられ
、前記第２の上りリンクに前記第２の上りリンクの所望送信電力、すなわち、Ｐ１'=Ｐ１
＿ｓｔａｔｉｃ＋△Ｐ１、Ｐ２'＝Ｐ２が割り当てられ、ここで、ΔＰ１は動的電力調整
量ΔＰの一部または全部である。
　任意選択で、Ｐ１＜Ｐ＿ｍａｘ－Ｐ２＿ｓｔａｔｉｃである場合、△Ｐ１＝ａ＊△Ｐで
あり、ここで、ａ＜１であり、
　又は、

　である場合、△Ｐ１＝△Ｐである。
【０１２９】
　シーン３：Ｐ１＞ Ｐ１＿ｓｔａｔｉｃ且つＰ２＞Ｐ２＿ｓｔａｔｉｃ
　このシーンでは、送信電力は、上りリンクの優先度順に順次割り当てられてもよく、第
１の上りリンクの優先度が第２の上りリンクの優先度よりも高いと仮定すると、動的電力
調整量の一部または全部が第１の上りリンクに優先的に割り当てられてもよく、前記第１
の上りリンクに割り当てが完了した後、残りの送信電力の一部または全部が前記第２の上
りリンクに割り当てられ、すなわち、Ｐ１'＝Ｐ１＿ｓｔａｔｉｃ＋△Ｐ１、Ｐ２'＝ｂ＊
（Ｐ＿ｍａｘ－Ｐ１’）であり、ここで、ΔＰ１は、動的電力調整量ΔＰの一部または全
部であり、b≦１である。 
【０１３０】
　シーン２と同様に、Ｐ１＜Ｐ＿ｍａｘ－Ｐ２＿ｓｔａｔｉｃである場合、△Ｐ１＝ａ＊
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△Ｐであり、ここで、ａ＜１であり、
　又は、

　、△Ｐ１＝△Ｐ、この時、Ｐ１’ ＝Ｐ＿ｍａｘ－Ｐ２＿ｓｔａｔｉｃである。
【０１３１】
　任意選択で、本願の実施例において、前記方法２００は、さらに、
　前記端末デバイスがネットワークデバイスにより送信された第３の構成情報を受信する
ことを含み、前記第３の構成情報が前記各上りリンクに対応する最大静的電力を含む。
【０１３２】
　ネットワークデバイスは、第１の構成情報及び第２の構成情報を端末デバイスに構成す
るのと同様に、端末デバイスに、各上りリンクに対応する最大静的電力を端末デバイスに
通知する第３の構成情報を送信することもできる。
【０１３３】
　任意選択で、ネットワークデバイスは、ＲＲＣメッセージを介して第３の構成情報を搬
送することができ、またはＤＣＩを介して第３の構成情報を含むこともでき、本願実施例
は、第３の構成情報の送信方式を限定しない。
【０１３４】
　任意選択で、本願の実施例において、前記複数の上りリンクに対応するキャリアは、周
波数領域で少なくとも一部が重なる。
【０１３５】
　たとえば、複数の上りリンク対応キャリアは、同じ２０Ｍ帯域幅のキャリアであり得、
ここで、キャリアは、キャリアの最大送信帯域幅を知ることが可能な端末デバイスのため
にネットワークデバイスによって構成され得る。
【０１３６】
　本発明の開示の方法の実施例を図２に関連して詳細に説明し、本発明の開示の装置の実
施例を図３～図４に関連して詳細に説明するが、装置の実施例は方法の実施例に対応し、
同様の説明は方法の実施例を参照し得ることが理解される。
【０１３７】
　図３は本願の実施例における端末デバイス３００のブロック図である。図３に示すよう
に、当該端末デバイス３００は、確定モジュール３１０及び通信モジュール３２０を含む
。
【０１３８】
　確定モジュール３１０は、複数の上りリンクの各上りリンクの所望送信電力に基づいて
、前記各上りリンクの実際送信電力を確定するように構成され、
　通信モジュール３２０は、前記各上りリンクの実際送信電力を利用して、前記各上りリ
ンクの信号を送信するように構成される。
【０１３９】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記確定モジュール３１０は、具体的に
、
　前記各上りリンクの所望送信電力、及び端末デバイスＵＥの最大送信電力に基づいて、
前記各上りリンクの実際送信電力を確定するように構成され、ここで、前記ＵＥの最大送
信電力は、前記デバイスが前記複数の上りリンクに同時に信号を送信するために利用可能
な最大送信電力を示す。
【０１４０】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記確定モジュール３１０は、具体的に
、
　前記各上りリンクの所望送信電力の和が前記ＵＥの最大送信電力よりも大きい場合、前
記各上りリンクの所望送信電力に同一の調整係数を乗算した送信電力を、前記各上りリン
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クの実際送信電力として確定するように構成され、ここで、前記各上りリンクの実際送信
電力の和は、前記ＵＥの最大送信電力の以下である。
【０１４１】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記確定モジュール３１０は、さらに、
　前記各上りリンクの所望送信電力、前記ＵＥの最大送信電力及び前記各上りリンクの優
先度に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定するように構成される。
【０１４２】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記複数の上りリンクが第１の上りリン
クを含み、前記第１の上りリンクの優先度が他の上りリンクの優先度よりも高く、前記確
定モジュール３１０は、具体的に、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力の以下である場合、前
記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクに対応する実際送信電力であ
ると確定し、又は、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力よりも大きい場合、前
記ＵＥの最大送信電力が前記第１の上りリンクに対応する実際送信電力であると確定する
ように構成される。
【０１４３】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記他の上りリンクが第２の上りリンク
を含み、前記確定モジュール３１０は、さらに、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力の以下である場合、第
１の電力差の一部又は全部を前記第２の上りリンクの実際送信電力として確定し、又は、
前記第２の上りリンクの実際送信電力が０であると確定し、ここで、前記第１の電力差が
前記ＵＥの最大送信電力から前記第１の上りリンクの実際送信電力を減算した差分値であ
り、又は、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力よりも大きい場合、前
記第２の上りリンクの実際送信電力が０であると確定するように構成される。
【０１４４】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記各上りリンクの優先度は、ネットワ
ークデバイスにより構成され、又は、前記端末デバイスにより確定される。
【０１４５】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記各上りリンクの優先度は、前記端末
デバイスが予め定められた規則により確定される。
【０１４６】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記予め定められた規則は、
　前記上りリンクに対応する下りリンクのデータ量、前記上りリンクが使用する物理制御
チャネルＰＵＣＣＨフォーマット、前記上りリンクが使用するチャネルタイプ、前記上り
リンクが伝送する信号タイプ、前記上りリンクが使用する波形及び前記上りリンクのパス
ロスのうちの少なくとも１つに基づいて、前記各上りリンクの優先度を確定するように指
示する。
【０１４７】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記通信モジュール３２０は、さらに、
　ネットワークデバイスにより送信された第１の構成情報を受信するように構成され、前
記第１の構成情報は、前記ＵＥの最大送信電力を確定するために使用される。
【０１４８】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記複数の上りリンクの各上りリンクが
、対応する最大送信電力にそれぞれ対応しており、前記確定モジュール３１０は、具体的
に、
　前記各上りリンクの所望送信電力、及び前記各上りリンクに対応する最大送信電力に基
づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定するように構成される。
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記複数の上りリンクが第１の上りリン
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クを含み、前記確定モジュール３１０は、具体的に、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクに対応する最大送信電力
よりも大きい場合、第１の送信電力が前記第１の上りリンクの実際送信電力であると確定
し、ここで、前記第１の送信電力が前記第１の上りリンクに対応する最大送信電力の以下
であり、又は、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクに対応する最大送信電力
の以下である場合、前記第１の上りリンクの所望送信電力を前記第１の上りリンクの実際
送信電力として確定するように構成される。
【０１４９】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記複数の上りリンクの各上りリンクが
、対応する最大送信電力にそれぞれ対応しており、前記複数の上りリンクのうちの第１の
上りリンクのみが上り伝送を必要とする場合、前記確定モジュール３１０は、さらに、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力よりも大きい場合、第
１の送信電力が前記第１の上りリンクの実際送信電力であると確定し、ここで、前記第１
の送信電力が前記ＵＥの最大送信電力の以下であり、又は、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記ＵＥの最大送信電力の以下である場合、前
記端末デバイスが前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクの実際送
信電力であると確定するように構成される。
【０１５０】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記通信モジュール３２０は、さらに、
　ネットワークデバイスにより送信された第２の構成情報を受信するように構成され、前
記第２の構成情報が前記各上りリンクに対応する最大送信電力を含む。
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記各上りリンクに対応する最大送信電
力の和が前記ＵＥの最大送信電力の以下であり、前記ＵＥの最大送信電力は、前記端末デ
バイスが前記複数の上りリンクで同時に信号を送信するために使用可能な最大送信電力を
示す。
【０１５１】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記各上りリンクが、対応する最大静的
電力に対応しており、前記確定モジュール３１０は、さらに、
　前記各上りリンクの所望送信電力、及び前記各上りリンクに対応する最大静的電力に基
づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定するように構成される。
【０１５２】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記各上りリンクに対応する最大静的電
力の和が前記ＵＥの最大送信電力よりも小さく、前記ＵＥの最大送信電力から前記各上り
リンクに対応する最大静的電力の和を減算したものは、動的電力調整量であり、前記動的
電力調整量は、前記複数の上りリンクの送信電力を動的調整するために使用される。
【０１５３】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記複数の上りリンクが第１の上りリン
クを含み、前記確定モジュール３１０は、具体的に、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクに対応する最大静的電力
よりも大きい場合、第１の送信電力が前記第１の上りリンクの実際送信電力であると確定
するように構成され、ここで、前記第１の送信電力は、前記第１の上りリンクに対応する
最大静の電力に第１の調整量を加算したものであり、前記第１の調整量は、前記動的電力
調整量の一部又は全部である。
【０１５４】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記確定モジュール３１０は、具体的に
、
　前記各上りリンクの所望送信電力、前記各上りリンクにそれぞれ対応する最大静的電力
、及び前記各上りリンクの優先度に基づいて、前記各上りリンクの実際送信電力を確定す
るように構成される。
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【０１５５】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記各上りリンクの優先度は、ネットワ
ークデバイスにより構成され、又は、前記端末デバイスにより確定される。
【０１５６】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記各上りリンクの優先度は、前記端末
デバイスが予め定められた規則に従って確定される。
【０１５７】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記予め定められた規則は、
　前記上りリンクに対応する下りリンクのデータ量、前記上りリンクが使用する物理制御
チャネルＰＵＣＣＨフォーマット、前記上りリンクが使用するチャネルタイプ、前記上り
リンクが伝送する信号タイプ、前記上りリンクが使用する波形及び前記上りリンクのパス
ロスのうちの少なくとも１つに基づいて、前記各上りリンクの優先度を確定するように指
示する。
【０１５８】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記複数の上りリンクが第１の上りリン
クと第２の上りリンクを含み、前記確定モジュール３１０は、さらに、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第１の上りリンクに対応する最大静的電力
よりも大きく、前記第２の上りリンクの所望送信電力が前記第２の上りリンクに対応する
最大静的電力よりも大きい場合、前記第１の上りリンクと前記第２の上りリンクの所望送
信電力、前記第１の上りリンクと前記第２の上りリンクにそれぞれ対応する最大静的電力
、及び前記第１の上りリンクと前記第２の上りリンクの優先度に基づいて、前記第１の上
りリンクと前記第２の上りリンクの実際送信電力を確定するように構成される。
【０１５９】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記確定モジュール３１０は、具体的に
、
　前記第１の上りリンクの優先度が前記第２の上りリンクの優先度よりも高い場合、第１
の送信電力を前記第１の上りリンクの実際送信電力として確定し、第２の送信電力を前記
第２の上りリンクの実際送信電力として確定するように構成され、ここで、前記第１の送
信電力は、前記第１の上りリンクに対応する最大静の電力に第１の調整量を加算したもの
であり、前記第１の調整量が前記動的調整量の一部又は全部であり、前記第２の送信電力
は、前記ＵＥの最大送信電力から前記第１の送信電力を減算した第１の電力差の一部又は
全部である。
【０１６０】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記確定モジュール３１０は、さらに、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が第２の電力差より小さい場合、前記動的調整量
の一部を前記第１の調整量として確定し、ここで、前記第２の電力差は、前記ＵＥの最大
送信電力から、前記複数の上りリンクのうちの前記第１の上りリンク以外の他の上りリン
クに対応する最大静的電力の和を減算した電力差であり、
　又は、
　前記第１の上りリンクの所望送信電力が前記第２の電力差の以上である場合、前記動的
調整量の全部を前記第１の調整量として確定することを含む。
【０１６１】
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記通信モジュール３２０は、さらに、
　ネットワークデバイスにより送信された第３の構成情報を受信するように構成され、前
記第３の構成情報が前記各上りリンクに対応する最大静的電力を含む。
　任意選択で、ある実現可能な実施例において、前記複数の上りリンクに対応するキャリ
アは、周波数領域で少なくとも一部が重なる。
【０１６２】
　本発明の実施例による端末デバイス３００は、本発明の実施例による端末デバイスに対
応することができ、端末デバイス３００の各部の上述した及び他の動作及び/又は機能は



(28) JP 6977064 B2 2021.12.8

10

20

30

40

50

、図２に示す方法２００における端末デバイスの対応するフローをそれぞれ実現するため
に、簡潔のためにここでは繰り返し説明しないことが理解される。
【０１６３】
　図４に示されるように、本願の実施例は、図２の方法２００に対応する端末デバイスの
コンテンツを実行するために使用され得る、図３の端末デバイス３００であり得る端末デ
バイス４００をさらに提供する。このデバイス４００は、入力インターフェース４１０、
出力インターフェース４２０、プロセッサ４３０、及びメモリ４４０を備え、これらはバ
スシステムにより接続可能となっている。メモリ４４０は、プログラム、命令、又はコー
ドを含むデータを記憶するために使用される。プロセッサ４３０は、メモリ４４０内のプ
ログラム、命令、又はコードを実行して、入力インターフェース４１０を制御して信号を
受信し、出力インターフェース４２０を制御して信号を送信し、上述の方法の実施例の動
作を完了する。
【０１６４】
　本発明の実施例において、プロセッサ４３０は、中央処理装置( Ｃｅｎｔｒａｌ Ｐｒ
ｏｃｅｓｓｉｎｇ Ｕｎｉｔ、単に「ＣＰＵ」と呼ばれる)であってもよく、他の汎用プロ
セッサ、デジタル信号プロセッサ( ＤＳＰ )、特定用途向け集積回路( ＡＳＩＣ )、既製
プログラマブルゲートアレイ( ＦＰＧＡ )又は他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲ
ート又はトランジスタ論理デバイス、個別ハードウェア構成要素等であってもよいことが
理解されるべきである。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであってもよく、プロセッ
サは任意の従来のプロセッサなどであってもよい。
【０１６５】
　メモリ４４０は、読み出し専用メモリおよびランダムアクセスメモリを含み得、プロセ
ッサ４３０に命令およびデータを提供し得る。メモリ４４０の一部は、不揮発性ランダム
アクセスメモリも含み得る。例えば、メモリ４４０は、デバイスタイプの情報をさらに記
憶してもよい。
【０１６６】
　実施において、方法の各コンテンツは、プロセッサ４３０におけるハードウェアの集積
論理回路またはソフトウェア形態の命令によって実現されてもよい。本願の実施例に関連
して開示される方法の内容は、ハードウェアプロセッサ実行として直接的に、またはプロ
セッサ内のハードウェアおよびソフトウェアモジュールの組み合わせで実行を完了するよ
うに具現化され得る。ソフトウェアモジュールは、ランダムアクセスメモリ、フラッシュ
メモリ、読み取り専用メモリ、プログラム可能読み取り専用メモリ、または電気的に消去
可能なプログラム可能メモリ、レジスタなどの当技術分野で熟練した記憶媒体内に配置さ
れ得る。この記憶媒体は、メモリ４４０に位置し、プロセッサ４３０は、メモリ４４０内
の情報を読み出し、そのハードウェアとともに、上述した方法の内容を実現する。重複を
避けるため、ここでは詳細な説明は省略する。
【０１６７】
　一つの具体的な実施例において、図３に示す端末デバイス３００における通信モジュー
ル３２０は、図４の入力インターフェース４１０及び出力インターフェース４２０を用い
て実現され、図３に示す端末デバイス３００における判断モジュール３１０は、図４のプ
ロセッサ４３０を用いて実現される。
【０１６８】
　当業者は、本明細書に開示される実施例に関連して説明される様々な例のユニットおよ
びアルゴリズムステップが、電子ハードウェア、またはコンピュータソフトウェアと電子
ハードウェアとの組合せで実装され得ることを認識するであろう。これらの機能は、技術
案の特定の適用例および設計制約に応じて、ハードウェアまたはソフトウェアのいずれで
実行されるかに依存する。当業者は、説明された機能を実施するために、特定のアプリケ
ーションごとに異なる方法を使用し得るが、そのような実施は、本開示の範囲から逸脱す
るものと考えられるべきではない。
【０１６９】
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　当業者であれば、説明の便宜及び簡潔にするために、上記に説明されたシステム、装置
及びユニットの特定の動作プロセスが、前述の方法の実施例における対応するプロセスを
参照してよく、ここでその説明が省略されることを理解するであろう。
【０１７０】
　本明細書で提供されるいくつかの実施例では、開示されるシステム、装置、および方法
は、他の方法で実現されてもよいことが理解されるべきである。例えば、上記の装置の実
施例は、単に例示的なものであり、例えば、ユニットの分割は、１つの論理的機能の分割
にすぎず、実際の実装では、別の分割方法があり得、例えば、複数のユニット又はコンポ
ーネントが、組み合わされてもよいし、別のシステムに統合されてもよいし、又はいくつ
かの特徴が省略されてもよいし、又は実行されなくてもよい。別の点では、表示または議
論される相互間の結合または直接的な結合または通信接続は、何らかのインターフェース
、デバイスまたはユニットを介した間接的な結合または通信接続であってもよく、電気的
、機械的、または他の形態であってもよい。
【０１７１】
　上記分離手段として説明したユニットは、物理的に分離していてもいなくてもよく、ユ
ニットとして表示する手段は、物理的なユニットであってもなくてもよく、１箇所にあっ
てもよく、あるいは複数のネットワークユニットに分散していてもよい。また、本実施例
の目的は、必要に応じて各部の一部又は全部を選択して実施することができる。
【０１７２】
　また、本発明の各実施例における各機能部は、１つの処理部に集積されてもよいし、各
部は、物理的に別個に存在してもよいし、２つ以上の部が１つの部に集積されてもよい。
【０１７３】
　また、ソフトウェア的な機能単位で実現され、独立した製品として販売又は使用される
場合には、コンピュータ読み取り可能な記録媒体に格納されてもよい。このような理解に
基づいて、本発明の技術的解決策の本質または従来技術に寄与する部分、または本発明の
技術的解決策の部分は、１つのコンピュータデバイス(パーソナルコンピュータ、サーバ
、またはネットワークデバイスなどであり得る)に本発明の様々な実施例に記載された方
法のステップの全てまたは一部を実行させるための複数の命令を含む１つの記憶媒体に記
憶されたソフトウェア製品の形態で具現化され得る。なお、前記記憶媒体としては、U-デ
ィスク、リムーバブルハードディスク、リードオンリーメモリ( ＲＯＭ、Ｒｅａｄ－Ｏｎ
ｌｙ Ｍｅｍｏｒｙ )、ランダムアクセスメモリ（ ＲＡＭ、Ｒａｎｄｏｍ Ａｃｃｅｓｓ 
Ｍｅｍｏｒｙ )、磁気ディスク、光ディスク等のプログラムコードを記憶できる種々の媒
体を包含する。
【０１７４】
　以上、本発明の具体的な実施例を説明したが、本発明の技術的範囲はこれに限定される
ものではなく、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者であれば、本発明の技術
的範囲内で容易に変更や置換をなし得ることは勿論である。したがって、本発明の保護範
囲は、特許請求の範囲によって定義されるべきである。
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